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バンコク

エカフェ事務局通信③

アジアの肥料工業鉱物原料資源ゼミナｰル

沢田秀穂

本誌1967年ユ2月号(160号)で予報中しあげたこのゼミ

ナｰルは予定通り1967年12月4目から11目までにわた

ってタイ国バンコク市で行たわれた.日本からは地質

調査所の海外地質調査協力室長安斉博士および東洋高圧｡

工業株式会社上野主査の両氏がみえ安斉博士は硫黄お

よび雑肥料原料鉱物の二項目について経験と学識とに

とんだ有能匁座長として活躍されたし上野主査もまた

その多年の知見をもってゼミナｰルに多大の貢献をされ

た1なお日本から提出された報文は地質調査所の岡

野嶋崎両博士のr日本の硫酸塩肥料の原料｣と安斉博士

のr日本の石灰質肥料｣の2つであった.

本セミナｰノレについてはいずれ上記代表両氏の詳細な

報告がなされることと思うのでここにはセミナｰノレの

概要と事務局の一員としての筆者の耳目に印象の深かっ

たいくつかのことがらとをご紹介したいと思う.枚

おセミナｰノレに提出された技術的報文の完全な一組は地

質調査所にあって日本の方々のさし当りのお役にたっ

であろうし本年のたかごろにはこれら報文をまとめた

本印刷の報告書が一般に市販される予定であるので前

者については地質調査所長後者については丸善に照会

されたらよろしいかと思う.

本セミナｰノレに参加した国々は国際連合アジア極東

経済委員会(略称ECAFEエカフェ)の域内加盟国と

してオｰストラリア台湾インドインドネシア

イラン目本ラオスマレｰシアネパｰルフィリ

ピン南ベトナムタイの12力国域外加盟国として

フランスオランダイギリスアメリカ合衆国ソ連

の5国このほかにカナダ酉ドイツスペインの3

国が出席合計20ヵ国にのぼった.狂お出席予定であ

って遂に会議終了までにまにあわなかった国々には韓

国ニュｰジｰランドおよびパキスタンがある.

セミナｰノレに提出された技術的報文は69に達しこれ

を提出した国別機関別にみると次のように狂る:オｰ

ストラリアｰ6報文;台湾一1;インドｰ10;インドネ

シアｰ1;イランｰ3;日本一2;マレｰシアｰ1;ネ

バｰノレｰ1:ニュｰジｰランドｰ1;フィリビシｰ1;南

ベトナムｰ1;タイｰ1;フランスｰ1;オランダｰ2;

イギリスｰ3;アメリカ合衆国一23;ソ連一5;カナダ

ｰ2;スペインｰ1;イスラエルｰ1;FA0-1;エカ

フェ事務局一1.したがって単に報告の数だけからみ

るとアメリカ合衆国の23を最高として次がインドの

10オｰストラリアの6ソ連の5イランとイギリス

の3カナダ目本オランダの2あとはそれぞれ1

となる.またニュｰジｰランドとイスラェノレとは出席

し荏かったが報告を一つづつだしラオスとIntemati㎝al

BankforReconstructionandDevelopment(IBRD)は

出席したが報文をだしていたい.

また各報告のとり扱っている題目からみると域内各

国の現在の各種肥料の需要とユ97019751980年の需

要予想とに関するものが9次に同じく域内各国の肥料

原料鉱物?現状に関するものがユ1燐鉱に関するものが

36カリ鉱に関するものが13硫黄に関するものが12

その他の肥料原料鉱物に関するものか4となっていて

これらの数字は恕薫テｰルの重点が城内各国で現在最

も不足している燐鉱カリ鉱碗叢の

3つにおかれていたことを示すかのよ

うである｡

報告類の内容はいるいろであるが

ω各鰯が禽顧の状況を報告し花もの

②地域的ま淀は棋界的な視野での概観1

評論

(3)教科書的な踏もう乎ぴ意欝

(遠)個人襲たは余技の個表の調査1研究の

輸省

といったように分けることもできる.

く五)と(2)とは微界柘よびアジアの肥料や

肥料鉱物について情報をえ概観する

の紀よく(3)はいわゆる後遺国にとっ

て非常に役立つであろうし(遂)はあら

餓王山右から燃災1ζ}厳亘醐の0N博士と

桝炎則洲氏�
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ゆる国にとって有用たものであろう.

またこれらの報告を鉱種別にみると燐鉱関係のもの

がもっとも多く各国の報告(1)が12(2)の地域または世

界の概観･評論が2(3)の手びき書が15(4)の個別的報

告が14である.カリ鉱については(1)が6報告(2)が

たく(3)が5(4)が5硫黄については(1)が8(2)なし

(3)が2(4)が3その他の鉱物資源では(1)が4報文

(2)がなく(3)が1(4)恋しとみることができる.た

お事務局提出の報文のMinera1rawmateria1resources

foエtheferti1izerindustエyinAsiaandtheFarEast,

Minera1ResourcesDeve1opmentSeriesNo.28は筆者

が1965年あつめた資料に1966年以降の各国政府から提出

の資料を加えたものを主体として編集されたもので日

本の戦前戦後の資料もが放り入っている.価格は1,50

米ドノレまたはこれに相当の各国の価格で日本では丸善

を通じて一般に市販される.

さてゼミナｰルをすすめるにあたっては各分野ごと

にそれぞれの分野での知識･経験のふかい専門家が座長

となり要領をえた講説をあたえ提出された各報文の

内容を紹介し出席者の討論･質問をひきだした.座

長の解説にあたってはスライドも用いられた.

座長としては燐鉱の分類火成源燐灰石グアノか

ξ1できた燐鉱の3項目についてはオｰストラリア¢)o.

N･W鮒1篶氏海成堆積源燐鉱については米国地質調査

所のR.R跳出⑰資博士とW嚢曲風カリ鉱につい

ては米国地質調査所のG｡夏｡S1泌h博士と西独地質調査

所次長の戸置枕臥WRi伽脈跳£沁urg硫黄とその

他の肥料原料鉱物とについては員本の地質調査所の安

斉博士と㌣レｰシァボルネオ地区地質調査所長のP.

C⑪11概搬浅とがあたった｡座長はいずれもそれぞれ

第2図日本の安斎博士(右)と上野主査

欝3鰯護ん箏秘ジ連⑳慧y笈災猛y幾

錦凄鰯鰯鮎独徽鯛翻野

次鐙駈導董脳馳｡HTE墜･遣鶯長NBU災Gと

(左)同所在タイ胞質調査団長BAUM氏

簸§畷繭ベトナム地質調査所のL豆一丁既I一浪G◎C害

㌘鶯友独㌶鱗

第ら囲菰がら泳一糸トラリァ鉱産儀源地節晦球物理燭災AL服締土

De笈墜YSER氏Broken刷11South社地質技節長LEWてS

氏および燐鉱の座長をつとめたW岨IN氏�
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鏑㌘鰯澄から黒ペイン幻笈搬蝋鯛護㌶塾竈王鰍薮重脇㈱臓跳五鳶幽鮒鷺歓の

馳｡警歓擾G0猟盈幻駆一猟リN鍍術部凝鮫リ㌶o忽総支鰯人

に対し非常にすぐれた講義1指導をあたえとくは老教

授鮎曲脈遭鮒沁慨慧博士が着い学生にあた走るよう枚

ユｰ帯アを葉じ吏たそれは筆春にあって印象深かった簑

座長以外の人々で特に光っていたのはフランス鷲､沢｡G.

M･(地質鉱山調査局)のMauri㈹Sia脳ky榑土とソ連

地質省のA･S3附服氏とで前者は燐鉱につき後脊

は各種原料全般ぽついてその深く広い学識と経験とを

もってセ芝ナｰノレに多大の貢献をしており2附概筑が

英語をよくされたらさらに大きな寄与をしていたこと

であろう,また遠くスペインから参加したEmp醐a

Naci⑰鰍至M五鵬搬如1S嚢五滋更薮$A｡の沢ios社長以下

一行は同社がスペイン領サハラで近年発見した大意放堆

積源燐鉱床ぽついて多色刷のスペイン語の厚い報告欝

と英文の報告とを配布して詳細泳紹介を行放い漢た

Int航蝸室b鰍1MineralsandChen王至｡慧工C破poratio夏パIMlC)

は燐鉱とカリ鉱とについてのPRをかねた映画を提供し

た.域内諾国について印象が深かったのは南ベトナ

ム地質調査所の岩石専門のL餐珊泣Ngo甘hanh嬢がた

った一人25才の若さで立派に同国を代表し終始熱心にゼ

ミナｰルに参加していたことビルマの爾の方の園埼の

代表(イランを除く)の中には自分の知識をひろうし

たいためだけとしか思われないような長広舌を度々ふる

うものやこうこういう機械をもらいたいものだなどと

臆面もなくいうものもあったことなどである.

さてゼミナｰルはその採択した報告の中で域内各国

閥の協力をどうするかという点で次のような処置をエ

カフェ事務局がとるよう求めているすなわち

第8図タイ鉱産資源局長WJA失嚢(膚)とスペインあ馳鵬社長と肚

GONZAL醐一IRUN技術部長

(包)肥料鉱物の発見と開発に関する諸分野での専門家の顧問団

をつくるよう歩をすすめる

(b)肥料鉱物の試料の分析･試験選鉱･精錬法の研究のでき

る地域的研究所をつくることができないかを研究する

この場合域内各国の政府の研究所の現存施設を強化する

方向でもっていく

(C)先進各国での現場訓練の可能性を研究する

(a)先進諸国の肥料鉱物の主要鉱床の見学旅行を行なえるよう

努力するというものである

ところでこれらの肥料原料となる鉱物資源の探査にあ

たって古地理古地磁気地質構造などの知識が大い

に活用されていることは提出された報告の多数によっ

て示されている所であるがいわゆる後進諸国の代表の

中にはそれぞれの国においてすぐにでもこれらの理論

を適用して鉱床を発見できるかのように思い個々の岩

石の種類や化石をた芯ちに鉱床発見のてがかりを考えち

がいをしている人冷もあるよう紀みられたのは筆者の

ひがめであったろうが曲ごれについて恕薫ナｰルの席

上で勅糾･は筆者との個人的な講の即で次のよう汰

こ&がそれぞれれ分野で権威とみられている人冷によっ

て述ぺられたことは興瞭深い｡すなわち

砥ドイッ地質調査所の次長で父君の代からカリ鉱の産

地にいたという勿リ鉱の専門寂防放服｡賄h敏澄節出

bリ昭は｢鉱山屋は上から下へほっていくがわれわれ

かわいそうな地質屋は上から下へでは匁くやっぱり下

から上へやっていかなくては恋ら匁いJといいまたソ

第9図議畏をつとめ花タイ鉱産賛源燭鉱康地質部長S及洲GO邊災(右)

と藷る上野主査(中)�
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連代表団の提出した｢農業化学原料の予想･探査および

調査の方法｣という小冊子をとくにほめてこれをいつ

もポケットにいれてもち歩きなさいと進めその内容の

大部分が基礎的恋広域地質調査についてのべていること

を指摘しまた試錐を行祖うにあたっては連続コアぼり

によって完全なコアをとることが非常に大切だと強調

した.オｰストラリアのB･Lewis氏は古地理や古緯

度による探査方法もさることながら地道狂試料採取な

どカミまず第了だとのべ燐鉱の世界的権威Dr.Sheldon

(米国地質調査所)も地質状況がよくわかっていなくで

は燐鉱の調査はでき狂いとしさらにフランスのこれも

燐鉱に詳しいDLS1anskyは某国のある種の石灰岩の

堆積した当時の海岸線はどこかと筆者にたずねたので

私の知るかぎりではまだそんなことカミわかるよう校調

査段階にはなくわずかに個々の化石を採集してきて名

をつけ地質時代をきめあるいは非組織的な化学分析を

やっている段階ときいたと答えると手をひろげ首をす

くめてそれではとても本格的な燐鉱の探査にはいること

はできない地質図作りがやって校くては鉱床のわきを

とおっても気がつかたい.自分が南米の莱国によばれ

た時自分は3週聞で燐鉱床を発見したけれどもその

時まず基礎的な地質調査をやるのが第一だと勧告したと

いっていた.

結論的に筆者が感じたことはアジァのいわゆる後進

諸国のなかにはさし当っての巨大な人口の圧迫や経済

上の危機的貧困などにくるしむあまりなにか魔法の杖

のような奇蹟的な方法カミ地質の分野にもあって長い年

月と多大の財源と地味で苦痛にみちた調査作業にたえ

る有能な多数の技術者との必要荏基礎的組織的地質調査

を全国にわたって行たうことなく短期間に安直に肥料

鉱物を発見できるように誤解したまたま世界の各地で

近年その成果をあげている燐鉱資源についての膨昇海水

説放どをその魔法の杖と思ってとびつき先進国の各

権威はまたそれらの学説を有効に適用して肥料鉱物資源

をさがすには前述したような全国にわたる基礎的組織

的地質調査が根本的な前提条件として必要であるという

ことを彼らに納得させようとつとめているというよう

な印象であつた.(筆者は元所員現在バンコクェカフェ箏務局)

第10図

タイ鉱産資源局事務

次長と語る安斎縛士

(左)

第11図

筆者と謡すカナダ地

質調査所地質技師長

LORD氏

第12図

燐鉱関係の座長をつと

め本セミナｰルの組織

宥の1人であった

SHELDON博士と

夫人

第13図

左はしこちらむきが

燐鉱の権威フランスの

SLANSKY博士�


